
緑平民懇
１・日本の経済を国民本位に転換し、暮らしが豊かになる日本をめざします。

２・日本国憲法を生かし、自由と人権、民主主義が発展する日本をめざします。

３・日米安保条約をなくし、非核・非同盟・中立の平和な日本をめざします。 94
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【三つの共同目標】

No

　

衆
参
両
院
で
多
数
を
占
め
た

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
・
大
企
業

中
心
」
の
自
公
・
安
倍
政
権
は
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
、
特
定
秘
密

保
護
法
、
社
会
保
障
連
続
改
悪
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
な
ど
暴
走
を
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
民
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
や
、
原
発
反
対
な
ど
の
闘
い
に

立
ち
上
が
り
、
特
定
秘
密
保
護
法

反
対
で
は
、
知
識
人
や
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

幅
広
い
人
た
ち
が
声
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
緑
平
民
懇
は
こ
れ
ら
の

問
題
の
学
習
会
等
を
開
き
、
運
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

緑
平
民
懇
の
紹
介
付
き
の
入
会

申
込
書
を
昨
年
新
し
く
作
り
ま
し

た
。
情
勢
は
緊
迫
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
国
民
の
憤
激
と
運
動
は

「
安
保
闘
争
」
以
来
の
広
が
り
と

高
ま
り
を
示
し
て
い
ま
す
。戦
前
・

戦
中
の
日
本
に
逆
戻
り
さ
せ
よ
う

と
す
る
「
安
倍
暴
走
」
を
食
い
止

め
る
為
に
、
区
民
の
生
活
を
向
上

し
、
民
主
主
義
、
平
和
を
勝
ち
取

る
。
緑
平
民
懇
の
拡
大
と
運
動
を

将
に
「
疾
走
馬
」
の
勢
い
で
一
層

進
め
ま
し
ょ
う
。

あ
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

代
表
世
話
人

　
　
　
　

室
生　

昇

1 月 19 日（日）

午前 11時〜
大高南コミニティセンター
会費　1500 円

  食事とお酒が準備してあります。飲酒運転厳禁・

公共交通機関などを利用してご参加下さい。

緑平民懇

新春のつどい

合併号

-1-

◎新春講演

西村秀一さん（愛知社保協）

演題「安倍内閣がすすめる社会保障の連続　　

　　　改悪と闘いの展望」

◎アトラクション

鈴村晴子さんの舞踏他

大高コミセンへの交通

○市バス・・地下鉄鳴子北 --- 森の里行き　◎市バス・・栄発 ---- 高速１号森の里行き　終点下車

○国鉄・・大高駅下車　徒歩８分
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12
月
１
日
、
要
池
公
園
で
開

催
さ
れ
た
バ
イ
バ
イ
原
発
緑
区

フ
ェ
ス
タ
は
、
暖
か
い
快
晴
の

天
気
に
恵
ま
れ
午
前
９
時
30
分

か
ら
自
然
酵
母
の
手
作
り
パ
ン

屋
さ
ん
、
国
境
な
き
た
こ
焼
き

さ
ん
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
小
物
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
お
店
、
リ
サ

イ
ク
ル
婦
人
服
の
店
な
ど
６
店

が
開
店
。
参
加
者
も
次
々
と
増

え
、
太
鼓
集
団
根
っ
鼓
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
始

ま
っ
た
お
楽
し
み
集
会
開
会
時

に
は
１
０
０
名
を
超
え
ま
し

た
。

  

お
楽
し
み
集
会
で
は
、
太
鼓

集
団
根
っ
鼓
、
上
田
さ
ん
と
合

唱
団
み
ど
り
に
よ
る
原
発
替

え
歌
、
新
婦
人
み
ど
り
支
部

の
み
な
さ
ん
と
参
加
者
が
一

緒
に
踊
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
上
村
さ
ん
に
よ
る
ね
ぶ

た
囃
子
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、
最
後
に
、

「
原
発
な
く
そ
う
の
一
点
で

の
共
同
を
大
き
く
広
げ
な
が

ら
、
原
発
情
報
隠
し
に
つ
な

が
る
秘
密
保
護
法
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
反
対
す
る
運
動
に
取
り
組

も
う
」「
２
０
１
４
年
を
原

発
ゼ
ロ
実
現
の
年
に
」
を
内

容
と
す
る
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
集
会

を
終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
、
物
価
が
下
が
っ
て

も
年
金
額
は
下
が
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
度
２
、５
％
削
減
が
打
ち
出

さ
れ
、
12
月
か
ら
０
、９
％
減
額

さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
年
金

は
、
物
価
が
上
が
っ
て
も
ほ
と

ん
ど
上
が
ら
な

か
っ
た
。「
物

価
ス
ラ
イ
ド
」

さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
。
今

回
の
改
定
は
、

デ
フ
レ
下
、
つ

ま
り
物
価
や
賃
金
が
低
下
し
て
も

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
適

用
し
て
年
金
額
そ
の
も
の
を
引
き

下
げ
る
仕
組
み
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
引
下
げ
と
「
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
」に
よ
る
調
整
に
よ
っ
て
、

物
価
以
上
の
引
下
げ
に
な
っ
て
し

ま
う
。
さ
ら
に
「
公
的
年
金
等
の

控
除
」
の
見
直
し
を
し
て
課
税
強

化
も
ね
ら
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
年
金
引
下
げ

の
流
れ
を
変
え
さ
せ
る
た
め
、
高

齢
者
の
怒
り
を
社
会
に
示
し
て
政

治
家
の
意
識
を
変
え
さ
せ
る
運
動

が
「
不
服
審
査
請
求
運
動
」
で
あ

る
。
年
金
者
組
合
は
10
万
人
規
模

で
す
す
め
て
い
る
。

　

氏
名
、
生
年

月
日
の
他
、
個

人
の
被
保
険
者

番
号
の
記
入
の

必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
な
か
な

か
自
分
の
番
号

ま
で
覚
え
て
い
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
。
こ
の
番
号
は
振
込
通
知
書
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か

へ
や
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
多
く
、

申
請
書
づ
く
り
に
も
一
苦
労
し
て

い
る
。

　

ま
だ
、
目
標
の
半
分
程
度
し

か
達
成
し
て
い
な
い
が
、
粘
り

強
く
運
動
を
す
す
め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
金
者
組
合
緑
支
部　

　
　
　
　
　
　
【
西
村
撤
男
】

バイバイ原発緑区フェスタ盛大に！

　

今
年
３
回
目
と
な
る
緑
区
の
集

会
で
し
た
が
最
高
の
参
加
者
が
あ

り
、
脱
原
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
と
の
共
同
も
す
す
み
ま
し

た
。
ま
た
、
お
ひ
さ
ま
ま
あ
ー
ま

代
表
の
安
保
さ
ん
か
ら
連
帯
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

集
会
成
功
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

 

【
原
発
な
く
そ
う
緑
区
実
行
委
員

会　

下
山
】

    

審
査
請
求
の
取
り
組
み
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 12
月
15
日
（
日
）、
名
古
屋
市
緑

区
の
ユ
メ
リ
ア
徳
重
で
「
講
演
と

歌
で
憲
法
を
考
え
る
つ
ど
い
」（
主

催
緑
区
「
九
条
の
会
」
連
絡
会
）

に
３
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
め
に
日
本
キ
リ
ス

ト
改
革
派
・
名
古
屋
岩
の
上
教
会

の
相
馬
伸
郎
牧
師
か
ら
宗
教
者
の

立
場
か
ら
平
和
主
義
の
大
切
さ
を

訴
え
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
は
「
日
本
文
化

の
価
値
と
そ
の
逆
流
」
の
テ
ー
マ

で
新
美
治
一
・
名
古
屋
経
済
大
学

名
誉
教
授
（「
九
条
の
会
」
愛
知
・

大
学
人
の
会
代
表
）
が
特
定
秘
密

保
護
法
が
強
行
採
決
さ
れ
た
こ
と

で
、
い
ま
ほ
ど
九
条
の
会
が
そ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
時
は
な
い
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
「
住
職
バ
ン
ド
の
歌

説
法
」
は
、
鈴
木
君
代
さ
ん
（
真

宗
大
谷
派
・
東
本
願
寺
僧
侶
）
と

天
白
真
央
さ
ん
（
岡
崎
市
浄
妙
寺

住
職
）
が
平
和
と
命
の
大
切
さ
を

訴
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
「
兵
戈

無
用
」
や
「
平
和
の
琉
歌
」「
イ

マ
ジ
ン
」
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
３
０
０
人
で
歌
っ
た
「
ふ

る
さ
と
」
は
圧
巻
で
し
た
。（
池

田
憲
一
）

　

参
加
者

か
ら
は
、

「
秘
密
保
護

法
が
い
か

に
す
べ
て

に
わ
た
っ

「
講
演
と
歌
で
憲
法
を
考
え
る
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
３
０
０
人
結
集
！

て
『
憲
法
と
反
対
』
の
も
の
で
あ

り
、
今
ま
で
の
日
本
文
化
の
価
値

を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
良
く
わ

か
り
ま
し
た
」「
宗
教
関
係
の
人

た
ち
の
平
和
へ
の
発
進
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
」「
歌
・
伴
奏
も
う
ま

い
が
、
詞
が
良
い
。
ジ
ー
ン
と
し

た
」
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
９
条

を
守
ら
な
け
れ
ば
と
ア
ン
ケ
ー
ト

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

                      【
緒
川
文
子
】

　
「
秘
密
保
護
法
」
が
参
議
院
で

強
行
採
決
さ
れ
た
翌
日
の
12
月
７

日
、
革
新
愛
知
の
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
、
１
０
０
名
近
く
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
に
先

立
っ
て
、
全
国
革
新
懇
の
鰺
坂
真

代
表
世
話
人
が
「
激
突

の
情
勢
、
革
新
懇
運
動

の
出
番
」
と
題
し
て
講

演
し
、
今
日
の
情
勢
の

見
方
、
革
新
懇
の
特
徴

と
出
番
に
つ
い
て
詳
し

く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
革
新
懇
が
他
の
革

新
的
な
団
体
と
は
異
な

る
性
格
と
役
割
が
あ
る

こ
と
を
１
・
国
政
を
革

新
す
る
基
本
目
標
を

も
っ
て
い
る
。
２
・
政

府
を
作
る
こ
と

を
展
望
し
て
い

る
。
３
・
個
人
・
団
体

が
結
集
し
革
新
統
一
の

旗
振
り
役
を
果
た
し
て

い
る
。と
三
点
に
わ
た
っ

て
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
事
務
室
長

か
ら
運
動
の
総
括
、
情

勢
報
告
、
運
動
方
針
、
会
計
報
告
、

予
算
案
が
報
告
さ
れ
、
会
計
監
査

報
告
の
後
提
案
さ
れ
た
役
員
案
と

と
も
に
一
括
採
決
に
付
さ
れ
、
総

会
参
加
者
全
員
の
賛
成
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

緑
平
民
懇
か
ら
中
島
事
務
室
長

他
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
毎
月
の
ニ
ュ
ー
ス
発

行
と
配
布
体
制
、
会
費
を
基
本
財

源
に
し
た
財
政
と
集
金
体
制
、
定

例
的
な
役
員
会
の
開
催
と
体
制
な

ど
、
組
織
と
し
て
の
機
能
を
も
っ

て
日
常
的
な
組
織
活
動
が
で
き
る

緑
平
民
懇
は
全
県
的
に
も
す
ぐ
れ

た
革
新
懇
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認

で
き
た
」
な
ど
、
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。　
【
下
山
】

革新・愛知の会が総会開く！

　
実
行
委
員
募
集

　

原
発
な
く
そ
う
緑
区
実
行
委

員
会
は
、
震
災
・
原
発
事
故
か

ら
三
年
と
な
る
今
年
３
月
に
、

原
発
な
そ
う
緑
区
集
会
（
仮
称
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
集
会
等

の
企
画
運
営
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
原
発
ゼ
ロ
を
願
う
緑

区
民
な
ら
ど
な
た
で
も

可
。
平
民
懇
事
務
室
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。　
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秘
密
保
護
法
を
強
行
可
決
し
た

安
倍
内
閣
は
、
秘
密
保
護
法
と
表

裏
を
な
す
共
謀
罪
制
定
の
意
向

を
打
ち

出
し
た
。

さ
ら
に
、

教
育
を
政
治
に
従
属
さ
せ
る
中
教

審
答
申
を
強
行
し
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
に
大
転
換
を
「
謀
る
」
国

家
安
全
保
障
戦
略
、
防
衛
大
綱
、

中
期
防
の
閣
議
決
定
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
安
倍
内
閣
は
、

２
０
１
４
年
通
常
国
会
で
国
家
安

全
保
障
基
本
法
案
を
軸
に
憲
法
を

真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
「
戦
後
レ

ジ
ー
ム
」
か
ら
の
脱
却
路
線
を
暴

走
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
む
き
出

し
に
し
て
い
る
。

安
倍
政
権
は
、
明
文
改
憲
を
最
終

目
標
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

前
に
解
釈
改
憲
や
、
国
家
安

全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
設
置
法
や
秘
密
保
護
法

と
い
っ
た
立
法
改
憲
、
ま
た

韓
国
軍
へ
の
兵
器
供
与
な
ど

既
成
事
実
を
強
行
す
る
形
で

改
憲
策
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
進

め
て
い
る
。
日
本
平
和
委
員

会
内
藤
代
表
理
事
は
、
安
倍
政
権

の
「
暴
走
」
の
背
景
に
次
の
諸
点

を
あ
げ
て
い
る
。
１
、
民
主
党
の

失
政
に
乗
じ
て
勝
ち
取
っ
た
議
席

に
お
ご
っ
て
い
る
。
２
、
侵
略
戦

争
を
認
め
な
い
歴
史
観
。
３
、
紛

争
を
話
し
合
い
で
解
決
す
る
国
際

ル
ー
ル
を
認
め
な
い
世
界
観
。４
、

日
米
同
盟
。
辺
野
古
基
地
建
設
や

オ
ス
プ
レ
イ
、
無
人
偵
察
機
、
新

型
対
戦
哨
戒
機
、
Ｆ
３
５
戦
闘
機

の
配
備
を
強
行
し
、
秘
密
保
護
法

や
Ｎ
Ｓ
Ｃ
設
置
を
ア
メ
リ
カ
が
歓

迎
す
る
。
６
、
軍
需
産
業
が
政
府

安
倍
政
権
の
改
憲
策
動
ス
ト
ッ
プ

愛
知
県
平
和
委
員
会
事
務
局
長

　
矢
野
　
創
さ
ん

に
対
し
、
武
器
輸
出
、
防
衛
産
業

育
成
に
圧
力
を
か
け
る
。
な
ど
で

す
。

国
民
は
、
安
倍
内
閣
が
秘
密
保
護

法
を
強
行
し
た
こ
と
通
し
て
、
そ

の
本
性
を
見
抜
き
は
じ
め
、
と
う

と
う
内
閣
支
持
率
は
50
％
を
切
っ

た
。
次
期
通
常
国
会
で
徹
底
的
に

そ
の
本
性
を
暴
露
し
、
改
憲
策
動

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
２
０
１
４
年

を
明
る
い
年
と
し
た
い
。

革
新
愛
知
の
会
総
会
特
別
決
議

　

自
民
党
・
公
明
党
が
秘
密
保
護

法
を
参
議
院
で
も
強
行
採
決
し
た

こ
と
に
、
満
身
の
怒
り
を
込
め
て

抗
議
す
る
。

　

憲
法
を
根
本
か
ら
踏
み
に
じ
る

違
憲
の
悪
法
を
、
国
会
内
で
も
前

代
未
聞
の
ル
ー
ル
破
り
を
繰
り
返

し
国
民
多
数
の
声
を
踏
み
つ
け

に
し
た
暴
挙
は
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
。

　

秘
密
保
護
法
は
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
主
権
者
の
知
る
権
利
、
言

論
表
現
の
自
由
を
は
じ
め
と
し
た

基
本
的
人
権
の
保
障
、
平
和
主
義

と
お
よ
そ
両
立
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。

　

日
弁
連
や
全
国
す
べ
て
の
弁
護

士
会
、
報
道
機
関
や
出
版
社
、
研

究
者
、
作
家
、
俳
優
、
音
楽
家
、

映
画
監
督
な
ど
の
著
名
人
、
さ
ら

に
は
海
外
の
大
手
新
聞
社
や
国
連

の
人
権
高
等
弁
務
官
も
反
対
や
懸

念
を
表
明
、
慎
重
審
議
を
求
め
る

国
民
の
声
は
、
審
議
を
す
れ
ば
す

る
程
広
が
り
、
８
割
が
慎
重
審
議

を
求
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

秘
密
保
護
法
が
憲
法
で
保
障
さ

れ
た
表
現
の
自
由
を
奪
い
、
国
民

を
監
視
す
る
弾
圧
立
法
で
あ
る
こ

と
は
、
自
民
党
石
破
幹
事
長
が
市

民
の
言
論
活
動
を
「
テ
ロ
リ
ズ
ム

と
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
」
と
発

言
し
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で

あ
る
。

　
「
数
の
暴
挙
」
に
よ
っ
て
民
主

主
義
を
壊
す
こ
と
は
、
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
。

　

米
軍
と
と
も
に
海
外
で
「
戦
争

を
す
る
国
」
を
つ
く
る
、
国
民
の

目
と
耳
と
口
を
ふ
さ
ぎ
、
軍
事
国

家
に
道
を
開
く
こ
と
は
決
し
て
認

め
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
自
由
と
民
主
主
義

と
平
和
を
求
め
る
声
を
一
層
大
き

く
広
げ
、
こ
の
法
律
を
廃
止
す
る

た
め
行
動
す
る
決
意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

以
上
、
決
議
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

２
０
１
３
年
１
２
月
７
日

革
新
・
愛
知
の
会
第
３
４
回
総
会

秘
密
保
護
法
「
強
行
採
決
」
に
断
固
抗
議
し
、
廃
止
を
！
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リレートーク

　

秘
密
保
護
法
廃
止
へ
、
革
新
・

愛
知
の
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た
特

別
決
議
を
掲
載
し
ま
し
た
。


